
　

８
月
２
日
、
伊
唐
大
橋
公
園
で
、

伊
唐
大
橋
開
通
20
周
年
を
祝
う
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
で
幕
を
開
け
、
そ
の
後
主
催
者

を
代
表
し
て
川
添
町
長
が
あ
い
さ

つ
。
来
賓
祝
辞
や
祝
電
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
、
伊
唐
自
治
公
民

館
長
の
竹
山
司
郎
さ
ん
が
「
伊
唐
大

橋
の
建
設
の
話
が
出
た
の
は
、
私
が

ま
だ
20
代
だ
っ
た
約
40
年
前
。
話
を

聞
い
た
当
時
は
、
夢
物
語
の
よ
う
な

感
じ
で
あ
っ
た
が
、
夢
を
実
現
す
る

た
め
に
、
集
落
が
一
体
と
な
っ
て
運

動
し
た
。
そ
の
約
20
年
後
、
建
設
が

決
定
し
、
と
て
も
喜
ん
だ
記
憶
が
あ

る
。
開
通
か
ら
20
年
が
経
過
し
た
。

近
年
、
日
本
の
経
済
は
低
迷
し
て
い

る
が
、
夢
は
必
ず
実
現
で
き
る
と
信

じ
て
い
る
。
伊
唐
大
橋
と
同
様
に
、

獅
子
島
架
橋
の
建
設
、
そ
し
て
三
県

架
橋
へ
と
繋
い
で
い
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
万
歳
三
唱
で
式
典
は
閉

会
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
伊
唐
小
学
校
児
童
に
よ
る
竹

太
鼓
、
獅
子
島
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
に
よ
る
獅
子
島
太
鼓
の
演
奏
が
披

露
さ
れ
、式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

伊
唐
大
橋
完
成
ま
で
の
歩
み

昭
和
54
年

　

地
元
か
ら
町
へ
、
伊
唐
島
架
橋
建

　

設
陳
情

昭
和
59
年
６
月

　

町
単
独
事
業
費
で
調
査
費
１
５
０
０

　

万
円
を
予
算
計
上

昭
和
59
年
８
月

　

伊
唐
島
農
業
開
発
促
進
期
成
会
発
足

昭
和
60
年
５
月

　

国
の
直
轄
予
算
が
つ
く

昭
和
62
年
２
月

　

伊
唐
島
農
地
開
発
事
業
着
工

平
成
元
年
１
月

　

伊
唐
島
架
橋
（
農
面
農
道
整
備
事

　

業
）
着
工

平
成
２
年
12
月

　

架
橋
の
橋
脚
部
着
工

平
成
３
年
８
月

　

架
橋
工
事
安
全
祈
願
祭

平
成
７
年
３
月

　

伊
唐
島
架
橋
名
称
「
伊
唐
大
橋
」

　

に
決
定（
応
募
総
数
４
８
０
１
通
）

平
成
７
年
７
月
７
日

　

伊
唐
大
橋
連
結
式
、
伊
唐
島
と
長

　

島
本
島
が
陸
続
き
に

平
成
８
年
８
月
２
日

　

伊
唐
大
橋
開
通
、
午
後
４
時
か
ら

一
般
供
用
開
始「
離
島
か
ら
半
島
へ
」

夢実現から 20年伊唐大橋開通 20周年記念式典

↑建設中の伊唐大橋（長島本島側） ↑建設中の伊唐大橋（主桁の張り出し工事）

↑開通記念のトラクターパレード ↑開通時、馬跳び競走での渡り初め

↑開通時発行された「広報あづま」↑伊唐小学校児童による竹太鼓 ↑獅子島小中学校児童生徒による獅子島太鼓
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